
令和７年1月10日
未来を見据えて号①
掛川市教育委員会
「３つの創る力」育成
プロジェクトチーム３つの創 る力３つの創 る力

育成プロジェク トチーム通信育成プロジェク トチーム通信

今 、 プ ロ ジ ェ ク ト チ ー ム か ら 伝 え た い こ と今 、 プ ロ ジ ェ ク ト チ ー ム か ら 伝 え た い こ と ①

「３つの創る力」を知っている。

   

  R4 70.9％ → R5 91.8％→ R695.9％

教師が「３つの創る力」の発揮・育成を意識し、子供に学びを委ねたからこそ

気付けたことがたくさん書かれていました。

◎ 子供は、自ら学ぶ力をもっており、学年や校種、教科等に関係なく、「３つの

創る力」を発揮している。

◎ 「３つの創る力」を発揮・育成する授業づくりは、学習指導要領に基づく深

い教材研究と切り離せない。

「３つの創る力」を意識して実践している。

   

  R4 70.0％ → R5 86.6％→ R694.7％

今までは技能の向上を目指した体育の授業となりがちで

したが、「３つの創る力」を意識する中で「自分で選び 自分

でやる」場を設定しました。「２年生だから難しいのでは･･･」

という思いもありましたが、「３つの創る力」を発揮する場と

時間を確保することで、２年生でも、２年生な

りに「３つの創る力」を発揮することができる

ということがわかりました。

小学校 低学年

他者を受け入れる雰囲気、誰とでも分け隔て

なく接する態度が醸成された学級であるとき。

子供が学びの主役で全面に活躍の場を設定しようとファシリ

テートすることを意識する授業者が、教科の本質をとらえた付

けたい力に迫る「魅力ある問い」を投げたとき。こんなときは、

子供が「３つの創る力」を発揮する姿が見られました。

中学校

（普段、宿題提出が出来ない）児童が授業中は教科書を

見て自分の考えを創り、見つけたことを根拠にして話し合い

をする姿が見られました。出来ないこと・やってこないことを

注意するのではなく、やりたくなるような・取り組みたくなる

                 ような問いを子供に投げかけることで、子供

                が前向きに学べる環境を作ることが出来る

                   のだと感じました。

小学校 高学年

３年間で、両項目とも約２５％ｐ向上しました。

学園代表研修主任の先生方を中心に、各学園・

各校において「子供がどう学ぶか」を考え続け、

「３つの創る力」が発揮できるよう授業実践を積

み重ねた証です。ありがとうございます！！

自立活動の授業の中で風船ラリーを長く

          続けるためにはどうしたらいいかを話し合い

ました。実際に活動を行うだけでなく、高学年の知的クラス

の成功例の動画と見比べながら作戦を考えました。友達と

意見を交流したり、多角的な視点で物事を考えたりするこ

とで、子供たちの考えの変容が見られました。（創合力）

特別支援学級

意識の向上は、着実な実践から

豊かな気付きは、挑戦の一歩から

※アンケート回答の詳細は別紙を御覧ください。

アンケート記述欄から見えてきたことアンケート記述欄から見えてきたこと

アンケートへの御協力ありがとうございました！アンケートへの御協力ありがとうございました！

風船ラリーを長く

続けるためには？

Q14   
あなたが見つけた「３つの創る
力」を発揮する児童生徒の姿
を記入してください（任意）

136人

（全体の４分の１強の方が回答）

/ 513人



令和７年1月10日
未来を見据えて号②
掛川市教育委員会
「３つの創る力」育成
プロジェクトチーム３つの創 る力３つの創 る力

育成プロジェク トチーム通信育成プロジェク トチーム通信

今 、 プ ロ ジ ェ ク ト チ ー ム か ら 伝 え た い こ と ②

① アンケートの結果と本通信を見て、「３つの創る力」発揮・育成に向け、 自校にどのような取組や意識の変化が必要か、 話し合いましょう。
② 今年度の取組を振り返り、 「３つの創る力」発揮・育成の授業づくりのために、 これから、自分が力を入れて取り組むことを決めて書きましょう。

Q4 「３つの創る力」を発揮している姿を見つけることができましたか。

自分で（授業中47.2％・後30.3％）77.5％ ＋ 他の先生と話して 21.3％

『共に創る』～「３つの創る力」発揮・育成授業づくり

プラン～が策定されました。

まず、全職員で読み、内容を

確認し合ってください。その上

で、同じ授業を見て、共に語り

合い、「３つの創る力」を発揮

する子供の姿から一層理解を

深めて、自分の授業につなげていくことが重要です。

共に語り合うことで、「子供を見る目」を磨き合っていき

ましょう。

子供の姿を“共に”語り合おう水平展開

ポイント①

学園共通実践は、自走化推進に必要と考え、来年度も

行います。Teamｓの活用によ

る学校間の連絡体制、研究授

業や事後研修への参加など、

情報交換の機会を位置付け

ておくことが大切です。

各校のPDCAサイクルを、

『共に創る』と連動させ、研修計画に各校で実態に応じた

『「３つの創る力」発揮・育成に向けて』の項を作り、全職

員で共通理解し、実践を共に進めていきましょう。

実践を“共に”進めよう自走化

ポイント②

他の先生方と語り合うことで、授業者が意図しない「３つの創る力」を発揮する子供

の姿にも気付くことができ、「教師の見取る目」が鍛えられ、理解が広がりました。

「子供に学びを委ねる」授業に“共に”挑戦しよう！
「子供に学びを委ねる」とは、教師の出番をなくすということではありません。また、「自由進度学習」等の

特定の手法を指すものでもありません。だからこそ、常に目の前の子供の事実から出発し、全職員で、共に

語り合いながら、実践を共に進め、最適解を探り続けることが大切です。

そこで、大変重要になるのが、「まず、やってみる」という挑戦を応援し、学年や校種、教科の壁を越えて

「３つの創る力」を発揮する子供の姿のもとに学び合おうとする職員集団の雰囲気＝文化です。

肯定的な子供観のもと、 「失敗＝成長の宝物」と捉え、 『共に創る』を基盤とした「３つの創る力」発揮・

育成の授業づくりに「挑戦する」ことを認め、支え合う文化を、共に築いていきましょう！
https://www.city.kakegawa.shizuoka.jp/

gyosei/docs/727418.html（掛川市HP）

共に学びを創るのは、仲間との語り合いから

詳しくはこちら↓

未来を切り拓く「3つの創る力」

過去のプロジェクトの資料等

校内研修

見る目を磨き合う

学園共通実践

授業を見合う

プロジェクトチームより最後のメッセージプロジェクトチームより最後のメッセージ

アンケートから研修を振り返るとアンケートから研修を振り返ると

意識してる方の

98.8％

見つけることが
できた！

https://www.city.kakegawa.shizuoka.jp/gyosei/docs/727418.html
https://www.city.kakegawa.shizuoka.jp/gyosei/docs/727418.html
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